
建
コ
ン
協
近
畿
　

研
究
発
表
会

一般論文最優秀に阿部達也氏（協和設計）

白水支部長

各
会
場
に
分
か
れ
論
文
を
発
表

受
賞
者
ら
に
よ
る
記
念
撮
影

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

︵
建
コ
ン
協
︶
近
畿
支
部
︵
白
水

靖
郎
支
部
長
︶
は

日

大
阪
市

西
区
の
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ


で
﹁
第

回
研
究
発
表
会
﹂
を
開

い
た

一
般
論
文
発
表
や
学
生
発

表

若
手
社
員
の
ポ
ス
タ

発
表

︵
展
示
︶特
別
講
演
支
部
委
員

会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ


建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
や
官

庁

大
学
の
関
係
者
ら
約
５
０
０

人
が
聴
講
に
訪
れ
た

一
般
論
文

で
は
協
和
設
計
の
阿
部
達
也
氏
が

最
優
秀
賞
に
輝
い
た


　
開
会
に
先
立
ち
白
水
支
部
長

は﹁
研
究
発
表
会
が
切
磋
琢
磨︵
せ


さ
た
く
ま
︶の
場
や
若
い
世
代

へ
の
技
術
継
承
の
場
そ
し
て
新

技
術
を
使

て
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
界
の
成
長
や
イ
ノ
ベ

シ


ン
を
創
出
し
て
い
く
交
流
の
場

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
﹂と
話
し
た


　
今
年
は
一
般
論
文
発
表

編


ポ
ス
タ

発
表

編

学
生
発
表

７
編

会
場
で
は
道
路
や
河
川


イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

環
境

な
ど

の
支
部
委
員
会
の
活
動
内

容
も
報
告
さ
れ
た

魅
力
発
信
委

員
会
は
昨
年
に
続
き
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施

会
員
か
ら
公
募
し

た
川
柳︵
１
次
審
査
通
過
作
品
︶を

展
示
し
来
場
者
投
票
で
最
優
秀

作
品
を
決
め
た
特
別
講
演
で
は

近
畿
地
方
整
備
局
企
画
部
の
犬
丸

潤
技
術
調
整
管
理
官
が
社
会
資
本

整
備
に
関
す
る
話
題
を
提
供
京

都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
藤

井
聡
教
授
は﹁
公
共
事
業
が
日
本

を
救
う
﹂を
テ

マ
に
講
演
し
た


　
北
野
俊
介
技
術
部
会
長
に
よ
る

発
表
論
文
の
全
体
講
評
に
続
き


表
彰
式
が
行
わ
れ

白
水
支
部
長

が
各
受
賞
者
に
表
彰
状
を
手
渡
し

た

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
協
和

設
計
の
阿
部
氏
は
﹁
今
後
も
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
技
術
者
と
し

て
自
己
研
さ
ん
を
重
ね

社
会
貢

献
に
努
め
て
い
く
﹂
と
決
意
を
語


た


　
部
門
別
の
受
賞
者︵
所
属
企
業


学
校
︶
と
論
文
テ

マ
は
次
の
通

り

敬
称
略


　
︻
一
般
論
文
発
表
︼

　

最
優
秀
賞


　
▽
阿
部
達
也
︵
協
和
設
計
︶
‖

緊
急
輸
送
道
路
の
高
盛
土
計
画
に

お
け
る
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
を
用
い
た
軟
弱

地
盤
解
析
と
対
策
検
討

　

優
秀
賞


　
▽
永
井
椋︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

‖
気
候
変
動
予
測
デ

タ
を
用
い

た
森
林
整
備
効
果
の
長
期
変
化
▽

井
上
雄
太
︵
Ｃ
Ｔ
Ｉ
ウ
イ
ン
グ
︶

‖
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
で
再
現
す
る
内
外
水

洪
水
シ
ミ

レ

シ

ン
映
像
の

構
築
技
術

　

奨
励
賞


　
▽
吉
見
和
︵
エ
イ
ト
日
本
技
術

開
発
︶
‖
ケ

ブ
ル
素
線
の
腐
食

や
破
断
が
確
認
さ
れ
た
斜
張
橋
の

安
全
性
評
価
に
つ
い
て
▽
岸
村
信

︵
ジ

イ
ア

ル
西
日
本
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
︶
‖
柱
間
に
土
留
壁
を

有
す
る
既
設
ラ

メ
ン
橋
台
の
耐

震
性
能
評
価
に
関
す
る
一
考
察
▽

久
米
俊
治
︵
ニ


ジ


ク
︶

‖
ク
ル

ズ
船
寄
港
回
数
の
推
計

手
法
に
関
す
る
検
討
事
例
▽
原
田

紹
臣
︵
三
井
共
同
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
︶
‖
老
朽
化
橋
梁
の
集
約

・
撤
去
に
関
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
観

点
か
ら
の
一
考
察
▽
謝
佳
禾
︵
日

本
工
営
︶
‖
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を

活
用
し
た
鳥
取
自
動
車
道
の
橋
梁

拡
幅
設
計
▽
植
田
恭
平
︵
ジ

イ

ア

ル
西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
︶
‖
３
次
元
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
に
よ

る
鉄
道
構
造
物
へ
の
影
響
予
測
▽

圓
谷
政
貴
︵
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
︶
‖
急
勾
配
河
川
に
お

け
る
調
節
池
の
効
率
的
な
運
用
に

関
す
る
一
考
察
▽
今
村
朱
理
︵
国

際
航
業
︶
‖
直
轄
国
道
に
お
け
る

３
次
元
点
群
デ

タ
共
有
・
利
活

用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
︻
学
生
発
表
︼

　

奨
励
賞


　
▽
坂
東
翼
︵
大
阪
公
立
大
学
大

学
院
︶
‖
連
結
板
端
部
の
反
り
が

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す

べ
り
挙
動
に
及
ぼ
す
影
響
▽
木
川

廉
︵
同
︶
‖
ボ
ル
ト
列
数
お
よ
び

当
て
板
厚
の
違
い
が
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
当
て
板
補
強
部
の
設
計

純
断
面
に
及
ぼ
す
影
響
▽
谷
口
陽

太
︵
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
︶

‖
航
空
レ

ザ

測
量
デ

タ
を

活
用
し
た
街
路
樹
抽
出
に
関
す
る

研
究

　
︻
ポ
ス
タ

発
表
︼

　

優
秀
賞


　
▽
野
村
怜
央
︵
パ
シ
フ


ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
︶
‖
気
象
モ
デ

ル
Ｗ
Ｒ
Ｆ
と
経
験
的
台
風
モ
デ
ル

の
結
果
を
用
い
た
波
浪
推
算
▽
杉

原
る
る
︵
オ
オ
バ
︶
‖
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

｜
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
活
用
し
た
地
方

都
市
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
都

市
公
園
の
再
生
▽
野
田
泰
成
︵
ジ


イ
ア

ル
西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
︶
‖
ス
マ

ト
フ

ン
Ｌ
ｉ

Ｄ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
点
群
デ

タ
の
土

木
設
計
へ
の
活
用
検
討

　

奨
励
賞


　
▽
川
原
有
貴
︵
中
央
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
︶
‖
橋
梁
予
備
設
計
に
お

け
る
合
意
形
成
円
滑
化
の
た
め
の

Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
▽
小
池
絢
士
︵
協

和
設
計
︶
‖
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
の
更
新
▽
鯉
江
駿
太
︵
同
︶

‖
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
プ
ロ

ブ
デ


タ
を
活
用
し
た
﹁
ゾ

ン

プ
ラ

ス
﹂
区
域
に
お
け
る
交
通
安
全
対

策
の
効
果
分
析
▽
渡
辺
鈴
太
郎

︵
日
本
工
営
都
市
空
間
︶
‖
マ
メ

ま
ち
づ
く
り
の
す
す
め

小
規
模

で
柔
ら
か
い
土
地
区
画
整
理
事
業

の
活
用
検
討

▽
鳥
羽
海
里
︵
オ

オ
バ
︶
‖
市
街
化
調
整
区
域
の
農

地
に
お
け
る
開
発
行
為
の
特
徴
と

課
題
▽
木
村
友
哉
︵
東
洋
技
研
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶
‖
バ
イ
パ
ス
整

備
に
伴
い
計
画
さ
れ
て
い
る
横
断

歩
道
橋
の
計
画
・
設
計
・
施
工
に

お
け
る
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
▽
本

宮
万
愛
︵
建
設
環
境
研
究
所
︶
‖

大
和
川
自
然
再
生
事
業
短
期
的
施

策
の
成
果
と
今
後
の
展
望

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